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『都市の経済学 小テスト No.2』 

学籍番号：         、氏名：             
 
○以下の各問に答えよ。選択肢となっているものには、正しいと考えるものに丸印をつけるこ

と。空欄には適切な語句、または数値を記入すること。 
 
1. 比較優位について（1 点×6問＝6点） 

ü 授業で学んだ交易の利益について復習してみよう。まず、車の生産が得意だが石油の

あまり取れない A 国と、車の生産は不得意だが石油の埋蔵量は豊富な B 国があると

する。それぞれの国における労働力を１単位づつ利用した場合の、車と石油の生産量

は表１の通りである。 
 

表１.労働力１単位あたりの生産量 
Ａ国 Ｂ国

車 50台 10台

石油 10キロリットル 200キロリットル  
 
ü それぞれの国において、車１台を生産するためにかかる費用は、石油で計った機会費

用で計算するといくらになるか？ 
       A 国： ０．２ キロリットル 、B 国：  ２０  キロリットル 
 
ü それぞれの国において、石油１キロリットルを生産するためにかかる費用は、車で計

った機会費用で計算するといくらになるか？ 
       A 国：  ５   台     、B 国：  ０．０５  台  
  
ü 車の生産に比較優位があるのはどちらの国か？（ A 国 、 B 国 ） 
ü 石油の生産に比較優位があるのはどちらの国か？（ A 国 、 B 国 ） 

 
 
2. 交易の利益について 

上記のそれぞれの国にある総労働力が１０単位あるとする。はじめ、A 国で車と石油の

生産に配分される労働力が 6：4、B 国で車と石油の生産に配分される労働力が 2：8 であ

った。それぞれの国における生産量を表２に示す。 
 

表２.各国の生産量（労働力１０単位を全て生産に利用） 
 A 国 B 国 

車 300 台 20 台 

石油 40 キロリットル 1600 キロリットル 

 
 
 
 

満点 21 点 
 

試験結果 
受験者数 74 人 
最高点  21 点 
最低点  0 点 
平均点  10.88 点 
標準偏差  4.50 点 
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ü ここで、A 国の労働力の配分を 10：0 に変更し、B 国の労働力の配分を 0：10 に変更

した。このとき、各国の生産量は当然変化する。変化後の生産量について以下の表の

空欄を埋めよ。（1 点×4 問＝4 点） 
 

表３.労働力の配分を変化させた時の生産量 
  A 国 B 国 

車 500 台  ０ 台 

石油  0 キロリットル ２０００キロリットル 

 
 
ü 労働力を変化させた後、お互いに交易を行うこととなった。交換比率は車１台に対し

て、石油２キロリットルとする。また、A 国は労働力を変化させることで増産した全

ての車を B 国との交易に利用する。この条件で交易を行った場合、A 国と B 国におけ

る最終的な車と石油の保有量はいくらか。以下の表の空欄を埋めよ。ただし、交易の

際に輸送費などのコストはかからないとする。（2 点×4 問＝8 点） 
 

表４.最終的な車と石油の保有量 
  A 国 B 国 

車  300 台  200 台 

石油  400 キロリットル 1600 キロリットル 

 
 
ü この結果、比較優位が（ある、無い）生産財の生産を増加させて交易を行うと、両国

における最終的な財の保有量は（増加する、減少する、変化しない）。この事実は、両

国が利用する総労働力は（増加、減少、変化しない）ことから、交易を行うことの利

点、合理性が説明される。（1 点×3問＝3点） 


